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ト
ラ
ブ
ル
に
気
づ
く
に
は

　
悪
質
業
者
は
、
高
齢
者
の
心
理

や
生
活
習
慣
に
つ
け
こ
み
、
言
葉

巧
み
に
近
づ
い
て
き
ま
す
。
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
に
気
づ
く
た
め
に

は
、
だ
ま
し
の
手
口
を
知
る
と
共

に
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
特
徴
を

知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
徴
１
　
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に
気

づ
き
に
く
い

　「
私
は
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
が
な

い
」
と
い
う
か
た
も
、
話
を
し
て
い

く
と
高
額
な
契
約
を
さ
せ
ら
れ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
悪
質
業

者
は
優
し
い
言
葉
で
近
寄
っ
て
き

て
、
高
齢
者
の
話
し
相
手
に
な
っ

て
く
れ
ま
す
。
高
齢
者
が
、
親
し

く
な
っ
た
若
い
販
売
員
を
慕
っ
て

契
約
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

自
分
が
だ
ま
さ
れ
て
い
る
と
は
思

わ
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

特
徴
２
　
被
害
に
あ
っ
て
も
相
談

し
な
い

　
被
害
に
あ
っ
た
と
自
覚
し
て
い

る
か
た
で
も
、
誰
に
も
相
談
し
な

い
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

被
害
に
あ
っ
た
こ
と
を
恥
ず
か
し

く
思
い
、
迷
惑
を
か
け
た
く
な

い
、
だ
ま
さ
れ
た
自
分
が
悪
い
と

自
ら
を
責
め
る
か
た
も
い
ま
す
。

ま
た
、
悪
質
業
者
の
中
に
は
巧
み

な
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
で
不
安
を
あ

防ごう高齢者の

近年、一人もしくは夫婦だけで暮らす高齢者世帯が増えていま
す。それに伴い、高齢者を狙った消費者トラブルが後を絶ちま
せん。消費生活センターには、高齢者を狙った消費者トラブル
の相談が数多く寄せられています。このような消費者トラブル
を防ぐためには、高齢者ご本人が問題意識を高めると共に、ご
家族や地域住民のかたがたも高齢者の様子を気にかけていただ
き、見守ることが必要です。

 check!

いっしょに暮らしていて・・・

□宅配便や郵便物がひんぱんに届くようになっ

た

□見慣れない商品がある

□急に外出が増えた

家を訪ねた時に・・・

□販売員や宅配業者などの来客がよくある

□たくさんのダイレクトメールや請求書などの

郵便物が届いている

□家の中や外に不自然なリフォーム工事がして

ある

消費者被害

会話をしているときに・・・

□急に親しい友人ができたようだ

□投資などに関心を持ち始めた

□羽振りのいい話が多くなった

□お金に困っている様子が見られる

地域で見かけたときに・・・

□見慣れない人がよく出入りしている

□見かけない車がひんぱんに止まって

いる

□業態のわからない店や会場に、ひん

ぱんに出入りしている

！

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

を
狙
っ
た
悪
質
商
法
も

増
え
て
い
ま
す

どんな様子に注意すればいい？

こんなポイントに
気をつけて！

高齢者自身や身の回りに次のような変化が見られたら、

消費者トラブルに巻き込まれているおそれがあります。

少しでもおかしいなと思ったら、消費生活センターへ相

談しましょう。

(3) 広報いたくら　Ｈ25．12．１

お
っ
た
り
、「
誰
に
も
言
っ
て
は

い
け
な
い
」
と
口
止
め
を
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
な
ど
消
費

生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
問

題
解
決
の
た
め
の
助
言
や
あ
っ
せ

ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
を
す

る
と
き
に
は
、
次
の
よ
う
な
項
目

に
つ
い
て
書
き
出
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

○
い
つ
契
約
し
ま
し
た
か
？

○
ど
ん
な
契
約
を
し
ま
し
た
か
？

○
い
く
ら
で
す
か
？

○
ど
こ
か
ら
買
い
ま
し
た
か
？

○
契
約
の
き
っ
か
け
は
？

　
業
者
が
発
行
し
た
契
約
書
や
領

収
書
な
ど
の
書
類
が
あ
れ
ば
、
手

元
に
用
意
し
ま
し
ょ
う
。
ス
ム
ー

ズ
に
相
談
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
か
し
い
な
と
思
っ
た

ら
、
悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

出
前
講
座
の
ご
案
内

　
町
民
の
皆
様
に
悪
質
商
法
や
消

費
生
活
に
関
す
る
情
報
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
悪
質
商
法
被
害
を
防
止

す
る
た
め
「
消
費
生
活
出
前
講
座
」

を
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
会
場

を
ご
用
意
い
た
だ
け
れ
ば
、
無
料
で

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が

伺
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
開
催
の
３
週
間
前
ま

で
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
戸
籍
税
務
課
内
）

山
　－

７
８
３
０

82

　消費生活センターで

は町民の皆様から契約

や取引に関するトラブルの苦情、相談、

多重債務についての相談を受け付け、ト

ラブルを解決するための助言などを行

なっています。

　疑問や不安なことがありましたら、一

人で悩まずお気軽にご相談ください。

受付時間　月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

（年末年始、祝祭日を除く）

消費生活センターに

ご相談ください

防ごう高齢者の

消費者被害

山８２－７８３０

　（なやみなし）
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議
会
改
革
の
集
大
成
、
板
倉
町
議
会
基
本
条
例
を
発
議
！

　
月
議
会
定
例
会

12

所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
す
。
５

日
目
か
ら
７
日
目
ま
で
は
休
会
と

し
、
最
終
日
に
は
、
議
会
改
革
の

集
大
成
と
な
る
板
倉
町
議
会
基
本

条
例
が
議
員
発
議
と
し
て
本
会
議

に
か
け
ら
れ
審
議
採
決
が
行
わ
れ

ま
す
。

◆
平
成
　
年
第
４
回
板
倉
町
議
会

25

定
例
会
に
提
出
さ
れ
る
主
な
議
案

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

▼
板
倉
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

▼
板
倉
町
自
転
車
等
の
放
置
の
防

止
及
び
適
正
な
処
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
板
倉
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▼
板
倉
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

▼
平
成
　
年
度
板
倉
町
一
般
会
計

25

補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

◆
一
般
質
問
通
告
者
、
質
問
要
旨

森
田
義
昭
議
員
（
９
時
～
）

①
い
じ
め
に
つ
い
て
　
②
町
有
バ

ス
に
つ
い
て
　
③
ご
み
処
理
の
広

域
化
に
つ
い
て

小
森
谷
幸
雄
議
員
（
　
時
　
分
～
）

10

15

①
予
算
・
決
算
に
つ
い
て
　
②
板

倉
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

青
木
秀
夫
議
員
（
　
時
　
分
～
）

11

25

①
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
　
②
住
宅
用
地
の
販

売
状
況
に
つ
い
て
　
③
駅
周
辺
商

業
地
の
活
性
化
に
つ
い
て

今
村
好
市
議
員
（
　
時
　
分
～
）

13

30

①
平
成
　
年
度
予
算
編
成
方
針
に

26

つ
い
て
　
②
地
方
財
政
計
画
の
概

要
と
平
成
　
年
度
予
算
編
成
の
重

26

点
方
針
は

荒
井
英
世
議
員
（
　
時
　
分
～
）

14

45

①
高
齢
者
の
安
全
安
心
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
　
②
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
　
③
地
域

文
化
の
振
興
に
つ
い
て

秋
山
豊
子
議
員
（
　
時
　
分
～
）

16

00

①
小
中
学
校
の
が
ん
教
育
の
強
化

に
つ
い
て
　
②
高
齢
者
の
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
に
つ
い
て
　

③
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

▼
質
問
者
の
時
間
を
参
考
に
、
自

由
に
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
庶
務
議
事
係

山
内
線
５
１
１

　
　
月
議
会
定
例
会
が
左
表
の
日

12
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
定

例
会
に
は
、
諮
問
１
件
、
同
意
１

件
、
条
例
制
定
及
び
一
部
改
正
議

案
９
件
、
補
正
予
算
議
案
５
件
が

上
程
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
議
会
初
日
に
は
、
各
種
議
案
を

審
議
決
定
い
た
し
ま
す
。
２
日
目

の
一
般
質
問
に
は
、
６
名
の
議
員

が
登
壇
し
、
一
問
一
答
方
式
で
行

財
政
全
般
に
わ
た
り
一
般
質
問
を

行
い
ま
す
。
ま
た
３
日
目
、
４
日

目
に
は
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し

事　項開議時刻会議名期日日次

定例会（初日）午前９時本会議12月10日（火）１日

一般質問午前９時本会議12月11日（水）２日

総務文教福祉常任委員会
（所管事務調査）

午前９時委員会12月12日（木）３日

産業建設生活常任委員会
（所管事務調査）

午前９時委員会12月13日（金）４日

休　　会休会12月14日（土）５日

休　　会休会12月15日（日）６日

休　　会休会12月16日（月）７日

定例会（最終日）午前９時本会議12月17日（火）８日

広報いたくら　Ｈ25．12．１(5)

　
福
祉
医
療
制
度
は
、
医
療
費
を

助
成
す
る
制
度
で
す

　
下
記
の
表
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
て
、
ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い

な
い
か
た
は
、
速
や
か
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す

手
続
き
に
関
し
て

○
転
入
さ
れ
た
か
た
は
、
前
住
所

地
の
課
税
証
明
書
を
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

○
群
馬
県
内
の
他
市
町
村
か
ら
転

入
さ
れ
た
か
た
で
、
前
住
所
地
で

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
を
持
っ
て

い
た
か
た
は
、『
福
祉
医
療
費
受

給
資
格
者
交
付
状
況
証
明
書
』
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
前
住
所
地

の
役
所
・
役
場
で
発
行
さ
れ
ま
す
）。

○
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
か
た

は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
方
法

○
県
内
の
医
療
機
関
で
受
診
す
る

場
合

　「
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」

を
「
保
険
証
」
と
い
っ
し
ょ
に
医

療
機
関
の
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。
医
療
費
（
保
険
診
療
分
）

が
無
料
に
な
り
ま
す
。

○
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
す
る

場
合

　
県
外
の
医
療
機
関
で
は
「
福
祉

医
療
費
受
給
資
格
者
証
」
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
一
旦
窓
口
で
医
療

費
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
後

日
、
保
険
医
療
係
の
窓
口
で
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
医
療
対

象
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　
医
療
機
関
な
ど
の
領
収
書
・
認

印
・
保
険
証
・
福
祉
医
療
費
受
給

資
格
者
証
・
振
込
先
の
通
帳

注
意
①

　
学
校
管
理
下
で
の
け
が
は
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
災
害
共

済
給
付
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
授
業
中
に
限
ら
ず
、
部

活
動
中
や
修
学
旅
行
先
、
登
下
校

中
の
け
が
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

該
当
に
な
り
そ
う
な
場
合
は
、
学

校
の
先
生
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

注
意
②

　
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

制
度
は
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
の

成
長
を
支
え
て
い
く
た
め
の
制
度

で
す
。
医
療
費
無
料
化
に
必
要
な

費
用
は
皆
さ
ん
の
税
金
で
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
将
来
に

わ
た
り
維
持
し
て
い
く
た
め
に

も
、
適
切
な
受
診
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
急
な
病
気
に
困
っ
た
と

き
に
は
、「
群
馬
こ
ど
も
救
急
相

談
＃
８
０
０
０
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
保
健
師
や
看
護
師
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
　
保
険
医
療
係

山
内
線
３
２
６

福
祉
医
療
費
の
速
や
か
な
手
続
き
を

福
祉
医
療
費

手続きに必要なもの資格要件種類

保険証・認印
中学生以下の児童・生徒

（平成10年４月２日以降に出生したかた）
子ども

証書・保険証・認印特別児童扶養手当１級

重度心身障害者（児）
年金証書・保険証・認印

障害基礎年金１級
（障害厚生年金の１級でも認められます）

身体障害者手帳・保険証・認印身体障害者手帳１級及び２級

療育手帳・保険証・認印療育手帳判定Ａ

保険証・認印・板倉町に
本籍のないかたは戸籍謄本

18歳未満の児童を扶養している母子・父子
家庭及び18歳未満で父母のいない児童

母子・父子家庭など

　火災の発生情報は、館林地区消防組合の火災情報テレ

ホンサービスでお知らせしています。

　板倉消防署の一般電話は、関係機関への災害発生連絡

などで使用していますので、お問い合わせは上記のテレ

ホンサービスをご利用ください。　

問合せ　行政安全係　山１２１

この記事は切り取ってご利用ください。

～火災情報テレホンサービス～
０２７６－７４－９９９９
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広報いたくらはインターネットでもご覧いただけます
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タウンニュース

　
平
成
　
年
度
に
役
場
臨
時
職
員

26

と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
か

た
は
、
臨
時
職
員
登
録
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
者
の

中
か
ら
面
接
な
ど
を
実
施
し
、
採

用
者
を
決
定
し
ま
す
。

募
集
職
種
　
○
保
育
士
（
保
育
士
・

幼
稚
園
教
諭
の
有
資
格
者
）
○
調

理
員
、
図
書
事
務
員
、
用
務
員
、

一
般
事
務
補
助
職
員
な
ど

勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日
（
原
則
）

午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

30

15

賃
金
　

○
月
給
　
１
４
２
，３
０
０
円
～

※
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

受
付
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

26

17

(金)

提
出
書
類
　

　
臨
時
職
員
登
録
申
込
書
※
申
込

書
は
総
務
課
及
び
各
公
民
館
に
あ

り

ま

す
。
ま
た
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
w
n
.
i
t
a
k
u
r
a
.

gunma.jp/

申
込
先
・
問
合
せ

秘
書
人
事
係

山
内
線
１
１
３

臨
時
職
員

平
成
　
年
度
役
場
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

26

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

役
場
臨
時
職
員
募
集

統
計
調
査

　
工
業
統
計
調
査
が
従
業
員
４
人

以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対

象
に
、　

月
　
日
現
在
で
全
国
一

12

31

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け

る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る

政
府
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計
法

に
基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹

統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域

行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
方
法
は
、
知
事
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
製
造
事
業

所
を
直
接
訪
問
し
て
調
査
票
の
記

入
を
お
願
い
し
、
記
入
し
た
調
査

票
を
回
収
し
ま
す
（
一
部
の
事
業

所
で
は
経
済
産
業
省
か
ら
調
査
票

が
郵
送
さ
れ
ま
す
）。

　
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外

（
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
記
入

な
ど
で
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

○
情
報
広
報
係

山
内
線
１
５
２

食
生
活
改
善
推
進
員
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

　
食
生
活
改
善
推
進
員
に
な
る
た

め
の
基
礎
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
お
や

こ
料
理
教
室
や
乳
製
品
料
理
講
習

会
を
開
催
し
た
り
、
公
民
館
ま
つ

り
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
な
ど
、
食

育
の
推
進
と
普
及
、
啓
発
を
目
指

し
て
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
す
。

基
礎
講
座
対
象

①
受
講
後
に
食
生
活
改
善
推
進
員

と
し
て
活
動
で
き
る
か
た
（
年
齢
・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）　
②
町
内

在
住
者
で
、
食
や
健
康
づ
く
り
に

関
心
の
あ
る
か
た

基
礎
講
座
内
容
　
町
や
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
が
開
催
す
る
教
室

や
講
演
会
な
ど
で
、
食
や
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
　
時
間
程
度
勉
強

20

し
ま
す
。

基
礎
講
座
受
講
期
間

開
講
式
よ
り
お
お
む
ね
１
年
間

日
程
　

開
講
式
　

平
成
　
年
1
月
　
日
　

26

16

(木)

午
前
　
時
～
　
時
　
分
　

10

11

30

基
礎
講
座
の
初
回
　

平
成
　
年
1
月
　
日
　

26

27

(月)

午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

30

30

申
込
み
・
問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

山
　－

３
７
５
７

82

広報いたくら　Ｈ25．12．１(7)

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

町
営
住
宅

募
集
住
宅

海
老
瀬
団
地
（
大
字
海
老
瀬
地
内
）

昭
和
　
年
建
築
３
Ｄ
Ｋ
１
戸

55

募
集
期
間

　
月
２
日
　
～
　
日
　

12

(月)

20

(金)

入
居
可
能
時
期

平
成
　
年
１
月
下
旬
以
降

26

入
居
資
格

○
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
で
同

居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

○
単
身
入
居
の
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
。

○
現
に
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
。

○
そ
の
ほ
か
に
、
収
入
基
準
な
ど

の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

選
考
方
法
　

　
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

都
市
計
画
係

山
内
線
４
２
２

　
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ

り
、
短
期
有
効
期
限
の
国
民
健
康

保
険
証
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の
か

た
は
、　

月
末
日
に
保
険
証
の
有

12

効
期
限
が
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
更
新
手
続
に
ご
来
庁
く
だ
さ

い
。
納
税
が
困
難
な
場
合
に
は
、

必
ず
収
税
係
ま
で
納
税
相
談
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

場
所
　
役
場
第
２
庁
舎
　

納
税
相
談
　
収
税
係

更
新
手
続
き
　
保
険
医
療
係

時
間
　
平
日
午
前
８
時
　
分
～
午

30

後
５
時
　
分
（
水
曜
日
の
み
午
後

15

７
時
　
分
） 

15

持
参
す
る
も
の
　
現
在
お
持
ち
の

国
民
健
康
保
険
証
及
び
認
印
　

問
合
せ
　

○
収
税
係

山
内
線
２
２
１

○
保
険
医
療
係
 

山
内
線
３
２
６

短
期
保
険
証
更
新
と
納
税
を

国
民
健
康
保
険

12月１日（日）
　～10日（火）

冬の県民交通安全運冬の県民交通安全運動動
が実施されま　　　が実施されますす

Ｒ
ｅ
・
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
　（
再
出
発
）
～
そ
し
て
家
族
に
な
ろ
う
～

婚
活
イ
ベ
ン
ト

■
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

　
も
う
一
度
、
運
命
の
人
に
出
会

い
た
い
あ
な
た
、
す
べ
て
受
け
止

め
る
包
容
力
の
あ
る
あ
な
た
、
板

倉
町
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
も

う
一
度
、
恋
を
し
ま
せ
ん
か
？

　
現
在
独
身
で
婚
歴
が
あ
っ
た

り
、
お
子
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

り
…
　
で
も
、
再
婚
を
望
ん
で
い

る
女
性
や
そ
ん
な
女
性
の
全
て
を

受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
男
性

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　

平
成
　
年
２
月
９
日
　

26

(日)

午
前
　
時
～
午
後
４
時
（
男
性
は

11

午
前
　
時
集
合
）

10

場
所
　
わ
た
ら
せ
自
然
館

募
集
人
数
　
男
女
各
　
名
前
後

15

対
象
者
　

　
代
～
　
代
の
男
性

30

50

※
応
募
多
数
の
場
合
、
町
内
在

住
・
在
勤
の
か
た
を
優
先

　
代
～
　
代
の
女
性

20

50

（
婚
歴
が
あ
り
現
在
独
身
の
か
た
、

ま
た
は
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
か
た

限
定
）

参
加
費
　
男
性
３
，０
０
０
円

女
性
２
，０
０
０
円

内
容
　
ジ
ャ
ズ
演
奏
を
聴
き
な
が

ら
の
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
、
１
対
１

の
ト
ー
ク
タ
イ
ム
な
ど

申
込
締
切
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

26

31

(金)

■
婚
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
結
婚
を
考
え
て
い
る
か
た
に
板

倉
町
婚
活
応
援
事
業
実
行
委
員
会

が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

期
日
　
　
月
　
日
　
　
※
時
間
は

12

15

(日)

申
込
者
に
後
日
連
絡
し
ま
す
。

場
所
　
板
倉
町
商
工
会
館

内
容
　
定
期
的
に
実
行
委
員
会
が

相
談
に
乗
り
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で

の
カ
ッ
プ
ル
成
立
を
目
指
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
申
込
方
法
　

　
申
込
書
を
行
政
安
全
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
行
政

安
全
係
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
※
い
た
く
ら
婚
活
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
　
行
政
安
全
係

山
内
線
１
２
２
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　11月16日(土)、17日(日)、中央公民館で第34

回町民文化祭が開催されました。初日の式

典では、図画、音楽、書写などの分野で優秀

な成績をおさめたかたを対象に文化功績者

表彰が行われました。続いてステージ上で

は日頃の練習の成果を発揮して、さまざまな

ジャンルの発表が行われました。各階のロ

ビーや会議室などでは、陶芸や絵画、書道、

絵手紙などの作品が展示されました。

文化と芸術の秋　

暴れ川三兄弟が集合

今月も町の話題が盛りだくさん！

　11月９日(土)、10日(日)、利根川に学ぶ渡良

瀬大会in群馬県板倉町が開催されました。

この催しは利根川・渡良瀬川合流域の水場景

観として重要文化的景観に選定された板倉

町に、「暴れ川三兄弟」として知られる利根川

（坂東太郎）、筑後川（筑紫次郎）、吉野川（四

国三郎）の流域にあるまちづくり団体のかた

を板倉町に招き、それぞれの活動に学びなが

ら利根川流域の人々の暮らしと水辺のあり

方、その展望などについて議論を深めるため

に行われました。

　参加者は渡良瀬遊水地や水塚などを見学

した後、東洋大学板倉キャンパスで行われた

シンポジウムに参加。徳島市から参加した

吉野川水系の河川団体理事長の 中  村  英  雄 さ
なか むら ひで お

んは「一人の百歩より百人の一歩を目指す」

と話し、日頃の清掃活動の様子や阿波踊り水

上イベントの様子などを紹介しました。

　シンポジウム終了後には、利根川をモチー

フにした７つの楽章からなる水の交響詩「利

根川３２２」コンサートが開催されました。

広報いたくら　Ｈ25．12．１(9)

掲載された写真は希望者にプレゼント！　　情報広報係　山８２－１１１１(内線１５１)　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp

　11月８日(金)、板倉高校の開校62年記念式

典が中央公民館で開催されました。

　これに合わせて、古典芸能鑑賞会が行われ

ました。今年度は鈴々舎馬桜師匠一行を招い

て、古典落語、 都  々  逸 、現代落語を生徒たちが
ど ど いつ

鑑賞しました。 噺  家 たちの身振り手振りを
はなし か

交えた話しで会場は笑い声に包まれました。

　11月２日(土)、ＮＰＯわいわいネットワー

ク主催のハロウィーンパレードが行われまし

た。子どもたちが町を仮装して歩き、お菓子

をもらいました。代表の 小  早  川  裕  子 さん（朝
こ ばや かわ ゆう こ

日野）は「10年経って町全域から子どもたち

が参加してくれるようになりました。皆さん

の協力を得て今後も続けたい」と話しました。

ハロウィーン10年目！

板高生が古典芸能に親しむ

板中生が職場体験を実施

　10月18日(金)、板中２年生の 北  山  千  眞 君と
きた やま かず ま

 清  水  楓 君が町役場の職場体験の一環で、広
し みず かえで

報いたくらの取材を体験しました。

　２人は、館林厚生病院で看護師の職場体

験をしている同級生を取材。職場体験中の

同級生に話を聞く役割と、その記録写真を

撮る役割に分かれて取材体験をしました。

水に対する意識を高める

　10月17日(木)、西小学校４年生を対象に合

の川水防センターで水防学校が開催されま

した。児童たちは、利根川上流河川事務所と

板倉消防署の協力で、日本の川の特性や利根

川の歴史などを学び、降雨体験車による降雨

体験や土のうを使った簡易水防工法のやり

方を学びました。

掲載された写真は希望者にプレゼント！　　情報広報係　山８２－１１１１(内線１５１)　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp
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国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
で
き

る
場
所
が
増
え
る
と
聞
き
ま
し

た
。
国
民
年
金
保
険
料
は
ど
こ
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
匿
名
希
望
）

　　
　
月
１
日
よ
り
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
端
末

11
を
設
置
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、

ス
ー
パ
ー
、
病
院
内
売
店
な
ど

で
、
新
た
に
国
民
年
金
保
険
料
の

取
扱
い
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｍ
Ｍ
Ｋ
端
末
と
は
、
珂
し
ん
き

ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
が
運
営
す
る
公

共
料
金
収
納
用
端
末
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
こ
の
端
末
を
設
置
し

て
い
る
店
舗
を「
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
」

と
い
い
ま
す
。
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
は

珂
し
ん
き
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
の

音音音音音音音音音音楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動をををををををををを通通通通通通通通通通ししししししししししてててててててててて人人人人人人人人人人々々々々々々々々々々音楽活動を通して人々ののののののののののの

交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流のののののののののの輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪がががががががががが広広広広広広広広広広ががががががががががるるるるるるるるるるここここここここここととととととととととをををををををををを願願願願願願願願願願っっっっっっっっっっ交流の輪が広がることを願っててててててててててて

オ
ー
ボ
エ
と
の
出
会
い

　
岩
田
在
住
の
福
知
さ
ん
は
、

オ
ー
ボ
エ
や
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ

ル
ン
な
ど
の
ダ
ブ
ル
リ
ー
ド
楽
器

の
奏
者
で
す
。
主
に
東
京
都
を
中

心
と
し
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
ソ
ロ

で
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
福
知
さ
ん
は
、
中
学
時
代
吹
奏

楽
部
に
所
属
し
ホ
ル
ン
を
担
当
し

ま
し
た
。
平
行
し
て
、
個
人
で
フ

ル
ー
ト
の
練
習
も
行
う
ほ
ど
音
楽

が
大
好
き
な
少
年
で
し
た
。
オ
ー

ボ
エ
と
の
運
命
的
な
出
会
い
も
同

じ
時
期
で
し
た
。
近
く
に
住
む
先

輩
が
オ
ー
ボ
エ
を
始
め
、
福
知
さ

ん
は
そ
の
温
か
く
深
い
音
色
に

す
っ
か
り
と
魅
せ
ら
れ
て
、
自
分

も
オ
ー
ボ
エ
を
演
奏
し
た
い
と
い

う
憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
。
そ
の
憧

れ
を
実
現
さ
せ
た
か
っ
た
け
れ
ど

も
、
フ
ル
ー
ト
を
買
っ
て
も
ら
っ

た
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
ご
両
親

福知 健人さん

ふ
く
ち
・
た
け
ひ
と
　
岩
田
在
住
／
オ
ー
ボ
エ

奏
者
。
東
京
を
中
心
に
演
奏
活
動
を
行
う
。
好

き
な
作
曲
家
は
バ
ッ
ハ
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
。
趣

味
は
鉄
道
模
型
の
製
作
で
、
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
で
入
賞
を
果
た
す
ほ
ど
の
腕
前
を
持
つ
。

国
民
年
金
保
険
料
が

納
付
で
き
る
場
所
は
？

納
付
で
き
る
場
所
が

増
え
ま
し
た

STUDIOTOWN (10)(11) 広報いたくら　Ｈ25．12．１
樺楽しい情報や話題などお気軽にお寄せください。
山82-1111　姉82-1300　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
に
お
け
る
取
扱

い
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

と
同
様
の
取
扱
い
と
な
り
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
お
送
り
し
て
い
る

納
付
書
を
使
っ
て
、
各
窓
口
で
納

め
て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。
お
手

元
に
納
付
書
が
な
い
と
き
は
、
お

近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
端
末
は
一
部
の

金
融
機
関
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
金
融
機
関
に
お
い

て
Ｍ
Ｍ
Ｋ
端
末
で
の
国
民
年
金
保

険
料
の
取
扱
い
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
従
来
ど
お
り
窓
口
収
納
で

の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法

は
、
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
、
金
融
機
関
、
郵
便

局
等
の
窓
口
で
の
納
付
、
電
子
納

付
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
お
得
な
国

民
年
金
保
険
料
納
付
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務

所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
珂
し
ん
き
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://www.shinkin-sis.

co.jp/mmk/mmklist.html

○
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
e
n
k
i
n
.
g
o
.
j
p
/

問
合
せ
　
太
田
年
金
事
務
所

山
　－

３
７
１
６

49

に
は
迷
惑
を
か
け
ら
れ
な
い
と
、

高
校
生
の
時
に
ア
ル
バ
イ
ト
で
お

金
を
貯
め
て
念
願
の
オ
ー
ボ
エ
を

手
に
し
ま
し
た
。

演
奏
家
の
と
し
て
の
転
機

　
努
力
家
の
福
知
さ
ん
は
、
一
度

社
会
人
と
し
て
働
き
、
自
分
で
学

費
な
ど
進
学
へ
の
準
備
を
整
え
て

か
ら
音
大
に
入
学
し
ま
し
た
。
大

学
で
は
、
オ
ー
ボ
エ
奏
者
の
第
一

人
者
 小
  島
  葉
  子
 先
生
に
師
事
し
、

こ
 
じ
ま
 よ
う
 こ

本
格
的
な
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ま
し

た
。
卒
業
後
は
演
奏
家
協
会
に
所

属
し
、
演
奏
活
動
を
開
始
。　

歳
28

の
時
に
結
婚
。
順
風
満
帆
に
思
え

た
生
活
で
し
た
が
、
大
き
な
転
機

が
訪
れ
ま
し
た
。

　
福
知
さ
ん
は
、
自
分
の
オ
ー
ボ

エ
の
演
奏
に
疑
問
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
の

た
め
、　

歳
の
と
き
、
奥
様
の
温

30

か
い
理
解
に
支
え
ら
れ
て
ス
イ
ス

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
音
楽
院
に
単
身

留
学
。
２
年
間
オ
ー
ボ
エ
の
レ
ッ

ス
ン
に
集
中
し
ま
し
た
。
日
本
と

は
空
気
が
異
な
る
異
国
の
地
で
、

様
々
な
国
籍
の
人
達
と
共
に
生
活

し
音
楽
を
学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
新

鮮
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
「
自
分
で

無
理
に
演
奏
を
変
え
よ
う
と
す
る

と
力
ん
で
う
ま
く
い
か
ず
、『
肩

の
力
を
抜
き
な
さ
な
い
。』と
ア
ド

バ
イ
ス
さ
れ
て
初
め
て
音
楽
が
変

わ
り
ま
し
た
。」
と
、
当
時
を
懐
か

し
む
よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

音
楽
を
通
し
て
人
々
の
交
流
を

　
福
知
さ
ん
は
、
高
校
生
の
時
か

ら
、
仲
間
と
共
に
ピ
ー
プ
フ
ォ
ー

ゲ
ル
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ま
で

演
奏
す
る
活
動
を
続
け
て
い
て
、

来
年
の
春
に
も
コ
ン
サ
ー
ト
を
予

定
し
て
い
ま
す
。「
板
倉
町
に
も
、

小
さ
く
て
も
よ
い
の
で
、
ホ
ー
ル

が
で
き
、
音
楽
活
動
を
し
て
い
る

人
々
の
輪
が
広
が
り
、
町
外
か
ら

も
人
が
集
ま
る
よ
う
に
な
る
と
い

い
で
す
ね
。」と
福
知
さ
ん
。
自
身

も
板
倉
町
で
の
音
楽
活
動
の
機
会

を
増
や
し
た
い
と
、
爽
や
か
な
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

■レポーター

広報編集委員

 笠  原 
かさ はら

  美  樹 
み き
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東
洋
大
学
　
食
環
境
科
学
部

　
　
　
　
　
健
康
栄
養
学
科

 藤
   澤
 

ふ
じ
 

さ
わ

　
 誠
  准
教
授

ま
こ
と

■主な研究テーマ

・物資輸送の分子基盤

・食品微生物の薬剤耐性機構の分子基盤

食
に
関
わ
る
微
生
物
の
機
能
を
分
子
レ
ベ
ル
で
解
明

分子レベルの解析で微生物の特徴を有効利用

　藤澤准教授の専門分野は分子生物学で、微生

物の持つ機能を分子レベルで包括的に理解する

ことを目指しています。

　具体的には微生物のＤＮＡの塩基配列を読み

取り、特徴を調べていくゲノム解析を行い、そ

こから見つかった特徴的な遺伝子の機能を調べ

ています。例えば、食塩の中からアル力リpＨ

でよく生育する細菌の発見の際、イオンの輸送

体のイオン結合領域に変わった特徴があったそ

うで、この細菌からはビタミンＢ12の合成経路

も見つかりました。このような特徴をうまく利

用すれば、食品中の食中毒を起こすような微生

物の生育を制御したり、迅速に検出することが

できるようになると藤澤准教授は考えています。

現象を知るにはより細かいことへの着目が必要

　実は板倉キャンパス一期生で、学生時代板倉

町に住んでいたという藤澤准教授、「そもそも

生物、命とは何なのか」との疑問をもち、その

頃から遺伝子レベルで微生物の研究をしていま

した。教員を目指したきっかけは、「人類の知

的体系の構築に貢献できる次世代の人材を育て

たい」との決意からです。現在は自身の研究と

ともに、さまざまな現象について化学の視点か

らより細かく見ることのできる「研究力のある

管理栄養士」の輩出を目標にしています。

　機会があれば、地域の皆さんにも化学の楽し

さを伝えたいと笑顔で話されました。

■レポーター　広報編集委員　 中  田  
なか だ

 和  男 
かず お



(12)

◆
申
込
先
・
受
付

　
月
１
日
　
～
※
各
公
民
館
及
び

12

(日)

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
月
曜
日
・
祝

日
は
休
館
日
、
月
曜
祝
日
の
場
合

は
火
曜
も
休
館
）

　
中
央
公
民
館

◆
お
や
こ
料
理
教
室

日
時
　
　
月
　
日
　

12

22

(日)

　
　
　
午
前
９
時
　
分
30

内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
を
作
ろ
う

対
象
　
小
学
生
の
親
子
　
組
　
名

10

20

費
用
　
１
人
２
０
０
円

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

12

15

(日)

　
東
部
公
民
館

◆
健
康
教
室

「
最
新
Ｃ
Ｔ
検
査
技
術
体
内
を
飛

び
回
る
」

日
時
　
　
月
　
日
　

12

12

(木)

　
　
　
午
後
７
時
　
分
30

内
容
　
最
新
の
Ｃ
Ｔ
画
像
デ
ー
タ

を
用
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
体
内
組
織

構
造
を
立
体
的
に
作
り
、
そ
の
中

を
飛
行
し
て
、
色
々
な
臓
器
を
見

て
い
き
ま
す
。

場
所
　
東
部
公
民
館
（
会
議
室
）

対
象
　
一
般
成
人
　
名
20

参
加
費
　
無
料

申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

12

11

(水)

　
南
部
公
民
館

◆
無
添
加
み
そ
づ
く
り
教
室

期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　
・

26

15

(水)

　
日
　
・
　
日
　

16

(木)

17

(金)

時
間
　
午
前
９
時

内
容
　
手
作
り
み
そ
の
実
技
講
習

対
象
　
一
般
成
人
　
名
（
３
日
間

10

通
し
て
参
加
で
き
る
か
た
）

材
料
費
　
実
費
負
担

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

12

26

(木)

◆
手
作
り
キ
ム
チ
教
室

期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　
・

26

18

(土)

　
日
　

19

(日)

時
間
　
午
後
１
時
　
分
30

内
容
　
キ
ム
チ
づ
く
り

対
象
　
一
般
成
人
　
名
15

材
料
費
　
実
費
負
担

持

参

品
　
エ

プ

ロ

ン
・
三
角
き
ん
・
ふ

き
ん
・
大
き
め
の
ビ

ニ
ー
ル
袋

申
込
期
限
　
１
月
　
日
　

10

(金)

　
北
部
公
民
館

◆
切
り
絵
教
室

期
日
　
　
月
　
日
　
・
　
日
　

12

14

(土)

15

(日)

時
間
　
午
後
１
時
　
分
30

内
容
　
来
年
の
干
支
（
午
）
を
切

り
絵
で
作
り
ま
す
。

対
象
　
一
般
成
人
　
名
10

材
料
費
　
３
５
０
円

持
参
品
　
カ
ッ
タ
ー
・
下
敷
き

※
持
っ
て
い
る
か
た
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
女
性
講
座
　(2)

期
日
　
　
月
　
日
　
・
平
成
　
年

12

19

(木)

26

１
月
　
日
　

23

(木)

時
間
　
午
後
１
時
　
分
30

内
容
　
陶
芸
に
つ
い
て
形
づ
く
り

か
ら
色
づ
け
ま
で
の
技
術
を
学
ぶ
。

対
象
　
一
般
成
人
女
性
　
名
15

参
加
費
　
６
０
０
円
（
２
回
分
）

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

12

12

(木)

◆
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
教
室

日
時
　
　
月
　
日
　

12

25

(水)

　
　
　
午
前
９
時
　
分
30

内
容
　
本
格
的
な
ソ
ー
セ
ー
ジ
を

手
作
り
し
ま
す
。

対
象
　
一
般
成
人
８
名

材
料
費
　
実
費
負
担
（
３
，０
０
０

円
程
度
）

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

　
海
洋
セ
ン
タ
ー

◆
親
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　
・

26

11

(土)

　
日
　
・
　
日
　
・
２
月
１
日

18

(土)

25

(土)

　
・
８
日
　
・
　
日
　
・
　
日

(土)

(土)

15

(土)

22

　
・
３
月
１
日
　
（
全
８
回
）

(土)

(土)

時
間
　
午
後
６
時
　
分
30

場
所
　
板
倉
高
校
体
育
館

参
加
費
　
１
人
５
０
０
円
（
ス

ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
含
む
）

対
象
者
　
町
内
小
学
生
親
子

募
集
人
員
　
　
組
（
計
　
名
）

20

40

申

込

先
・
期

限
　

平
成
　

年
１
月
５

26

日
　

ま
で
に
海
洋

(日)
セ
ン
タ
ー
へ
参
加

費
持
参
の
上
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
各
公
民
館

◆
ま
き
ば
幼
稚
園
児
作
品
展

期
間
　
　
月
１
日
　
～
　
日
　

12

(日)

27

(金)

場
所
　
中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

◆
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

日
時
　
　
月
　
日
　

12

14

(土)

　
　
　
午
前
　
時
　
分

10

30

SSSSSTTTTTEEEEEPPPPP!!!!!STEP!        
教教教教教育育育育育委委委委委員員員員員教育委員会会会会会会

 Life study

The step Board of Education

中央公民館　山82-2435 姉82-2436

東部公民館　山82-1241 姉80-4047

南部公民館　山82-1424 姉82-1943

北部公民館　山77-1855 姉77-1854

海洋センター　山82-0858 姉82-0899

わたらせ自然館　山82-1935 姉82-0664

文化財資料館　山91-4018 姉91-4038

各施設お問合せ先各
公
民
館
・
施
設

　
受
講
生
募
集

各
公
民
館
・
わ
た
ら
せ
自
然
館

　
イ
ベ
ン
ト
情
報

◆町民文化祭

広報いたくら　Ｈ25．12．１(13)

内
容
　
読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所
　
中
央
公
民
館
（
図
書
室
）

◆
さ
く
ら
が
お
か
お
は
な
し
会

日
時
　
　
月
　
日
　

12

21

(土)

　
　
　
午
前
　
時
　
分

10

30

内
容
　
絵
本
・
紙
芝
居
・
工
作
・

遊
び

場
所
　
北
部
公
民
館
（
和
室
）

　
わ
た
ら
せ
自
然
館

◆
ポ
ッ
プ
ワ
ー
ク
ス
２
０
１
３
展

　
東
毛
地
区
の
若
手
作
家
　
名
に

24

よ
る
ノ
ン
ジ
ャ
ン
ル
の
グ
ル
ー
プ
展

期
間
　
　
月
５
日
　
～
　
日
　

12

(木)

15

(日)

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　
分
30

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

出
展
　
ポ
ッ
プ
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
ス

入
館
料
　
無
料

◆
冬
休
み
子
ど
も
企
画
「
し
ぜ
ん

か
ん
ク
イ
ズ
」

　
わ
た
ら
せ
自
然
館
に
行
っ
て
板

倉
町
や
遊
水
地
の
ク
イ
ズ
に
挑
戦

し
て
み
よ
う
！

期
間
　
　
月
７
日
　
～
平
成
　
年

12

(土)

26

１
月
　
日
　

11

(土)

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　
分
30

館
内
の
展
示
物
を
見
れ
ば
答
え
が

分
か
る
簡
単
な
ク
イ
ズ
で
す
。

（
大
人
も
参
加
で
き
ま
す
）

※
正
解
者
に
は
粗
品
進
呈

　
町
で
は
、
板
倉
町
の
文
化
の
振

興
に
寄
与
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
個
人
及
び

団
体
を
文
化
功
績
者
と
し
て
表
彰

し
ま
し
た
。
表
彰
式
は
　
月
　
日

11

16

　
に
開
催
し
た
町
民
文
化
祭
の
式

(土)典
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。
受
賞

者
の
氏
名
・
所
属
・
種
別
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

受
賞
者

○
 飯
塚
 

い
い
づ
か

 愛
悠
 さ
ん
　

あ

ゆ

○
 小
林
 

こ
ば
や
し

 友
  樹
 さ
ん
　
　

ゆ
う
 き

○
 下
  田
 

し
も
 だ

 海
  斗
 さ
ん
　

か
い
 と

○
 三
田
 

み

た

 裕
  也
 さ
ん
　

ゆ
う
 や

○
 小
野
 

お

の

 湧
  也
 さ
ん
　

ゆ
う
 や

○
 飯
塚
  涼
真
 さ
ん
　

い
い
づ
か
 り
ょ
う
ま

○
 天
貝
 

あ
ま
が
い

 夏
  美
 さ
ん
　

な
つ
 み

○
 堀
越
  彩
  乃
 さ
ん
　
以
上

ほ
り
こ
し
 あ
や
 
の

若
あ
ゆ
子
ど
も
会
　
上
毛
か
る
た

○
 櫻
井
 

さ
く
ら
い

 香
織
 さ
ん
　

か

お

り

西
小
学
校
　
書
写

○
 佐
瀬
 

さ

せ

 優
  佳
 さ
ん
　

ゆ
う
 か

東
小
学
校
　
図
画

○
 菅
谷
  咲
  陽
 さ
ん
　
　

す
が
や
 
さ
く
 
や

東
小
学
校
　
作
文

○
 佐
  山
 

さ
 や
ま

 心
都
 さ
ん
　

み

と

東
小
学
校
　
図
画

○
 飯
塚
  日
  彩
 さ
ん
　

い
い
づ
か
 ひ
 よ
り

板
倉
中
学
校
　
書
写

○
 茂
木
 

も

き

 菜
々
可
 さ
ん
　

な

な

か

板
倉
中
学
校
　
書
写

○
 石
川
 

い
し
か
わ

 達
  也
 さ
ん
　

た
つ
 や

館
林
高
等
学
校
　
写
真

○
 山
  田
  真
  也
 さ
ん
　

や
ま
 だ
 し
ん
 や

館
林
商
工
高
等
学
校
　
作
文

○
 森
  田
  和
  也
 さ
ん
　

も
り
 た
 か
ず
 や

館
林
商
工
高
等
学
校
　
工
作

○
 小
  島
 

こ
 じ
ま

 佳
奈
 さ
ん
　

か

な

館
林
商
工
高
等
学
校
　
芸
能

○
 田
部
井
 

た

べ

い

 依
里
 さ
ん
　

え

り

館
林
高
等
特
別
支
援
学
校
　
美
術

○
 新
  井
 

あ
ら
 い

 美
穂
 さ
ん
　

み

ほ

不
動
岡
高
等
学
校
　
音
楽

 ○
今
泉
　
  

い
ま
い
ず
み

 彩
愛
 さ
ん
　

さ

え

桐
生
大
学
短
期
大
学
部
　
書
写

※
所
属
は
平
成
　
年
度
時
点
の
も

24

の
で
す
。

問
合
せ
　
生
涯
学
習
係

山
内
線
６
２
２

期
日
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

26

19

(日)

時
間
　
午
後
１
時
　
分
開
場

30

　
　
　
午
後
２
時
開
演

会
場
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
　
１
，０
０
０
円

　
　
　
　（
当
日
１
，２
０
０
円
）

※
チ
ケ
ッ
ト
の
お
買
い
求
め
は
、

各
公
民
館
ま
で

主
催
　
板
倉
町
文
化
協
会

問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
町
で
は
、
新
成
人
の
か
た
が

た
を
対
象
に
、　

歳
の
門
出
を

20

祝
し
て
「
平
成
　
年
度
板
倉
町

25

成
人
式
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
立
志
式
に
自
分
の
将
来
の

夢
な
ど
を
は
が
き
に
書
き
封
入

し
た
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開

封
式
も
実
施
し
ま
す
。
新
成
人

者
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
か
た

の
来
場
も
で
き
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

開
催
日
　
平
成
　
年
1
月
　
日
　

26

12

(日)

受
付
　
午
前
９
時
　
分
30

式
典
開
始
　
午
前
　
時
10

会
場
　
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス

対
象
　
平
成
５
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
本
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る

か
た
及
び
本
町
出
身
の
か
た

内
容

第
１
部
 

記
念
式
典

第
２
部
 

記
念
撮
影

第
３
部
 

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

※
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
成
人
代

表
者
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会

の
主
催
で
開
催
さ
れ
、
会
費
制

と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
　
生
涯
学
習
係

山
内
線
６
２
２

　
歳
の
門
出
を
祝
し
て

20

受
賞
お
め
で
と
う

　
文
化
功
績
者
表
彰

～
平
成
　
年
度
板
倉
町
成
人
式
～

25

芸
術
鑑
賞
会

　
 大
  太
  坊
 （
和
太
鼓
）

だ
い
 だ
 ぼ
う
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地
域
連
携
事
業
の
一
環
と
し

て
、
東
洋
大
学
、
板
倉
町
、
館
林

市
の
共
催
で
科
学
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
地
域
連
携
サ
イ
エ
ン

ス
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
に
身
近
な
テ
ー
マ
を
選
び
、
科

学
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
お
話

し
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
　

12

20

(金)

午
後
５
時
～
６
時

場
所
　
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ

ス
　
学
生
食
堂

テ
ー
マ
　「
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
々
に
健
康
を－

ヨ
ー
グ
ル
ト
に

よ
る
お
な
か
の
健
康－

ヨ
ー
グ
ル

ト
で
の
栄
養
提
供
に
向
け
た
実
践
」

講
師
　
 西
  田
  聡
 　氏
（
ダ
ノ
ン
ジ
ャ

に
し
 だ
 さ
と
し

パ
ン
珂
　
研
究
開
発
部
　
シ
ニ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
不
要

対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
大
歓
迎

主
催
　
東
洋
大
学
・
板
倉
町
・
館

林
市

問
合
せ

○
東
洋
大
学
板
倉
事
務
課

山
　－

９
１
１
２

82
○
企
画
調
整
係

山
内
線
１
４
２

　
風
邪
予
防
と
薬
の
飲
み
方
の
コ

ツ
を
伝
授
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
６
日
　

12

(金)

午
後
１
時
　
分
～
３
時

30

場
所
　
東
部
公
民
館
　
講
堂

内
容
　
普
段
か
ら
実
施
で
き
る
風

邪
予
防
と
薬
の
飲
み
方
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

講
師
　
 酒
  井
  郁
  子
 　
氏
（
古
河
病

さ
か
 
い
 
い
く
 
こ

院
）

募
集
人
数
　
　
名
30

参
加
費
　
無
料

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

山
内
線
３
２
３

お
知
ら
せ

《広告》《広告》《広告》

科
学
を
身
近
に

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
開
催

健
康
の
鉄
人
教
室
９

風
邪
予
防
教
室
開
催

　
　
月
　
日
　
～
平
成
　
年
１

12

28

(土)

26

月
５
日
　
ま
で
の
年
末
年
始
、
役

(日)

場
な
ど
の
業
務
が
休
み
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
業
務
内
容
や
施
設

な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
休
み
と
な
る
業
務
・
施
設
な
ど
】

　
役
場
業
務
（
戸
籍
届
出
を
除

く
）、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
資
源
化

セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
障
害
者
生
産
活
動
セ
ン

タ
ー
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
し
尿
処
理

【
戸
籍
・
住
民
票
】

　
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
な
ど
の

戸
籍
届
出
は
、
年
末
年
始
の
業

務
が
休
み
の
日
で
も
受
け
付
け

で
き
ま
す
。
ま
た
、
時
間
外
及

び
休
日
（
年
末
年
始
を
含
む
）

の
住
民
票
、
印
鑑
証
明
は
、
平

日
の
電
話
予
約
が
あ
れ
ば
交
付

で
き
ま
す（
年
末
は
　
月
　
日
　

12

27

(金)

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
）。

【
水
道
工
事
】

　
水
道
工
事
店
休
祝
日
当
番
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
税
金
な
ど
の
納
入
】

　
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
で
、

　
月
　
日
　
ま
で
納
入
す
る
こ

12

30

(月)

と
が
で
き
ま
す
。

【
ご
み
収
集
】

　
年
内
は
、
生
ご
み
・
可
燃
ご
み
・

か
ん
・
び
ん
・
危
険
物
を
通
常
ど

お
り
収
集
し
ま
す
。
１
月
１
日
　(祝)

～
５
日
　
ま
で
は
収
集
を
行
い
ま

(日)

せ
ん
。
１
日
　
に
か
ん
・
び
ん
・

(祝)

危
険
物
が
出
せ
な
い
北
・
東
地
区

に
関
し
て
は
振
替
日
と
し
て
、
１

月
　
日
　
に
収
集
を
行
い
ま
す
。

29

(水)

※
　
月
　
日
　
～
１
月
5
日
　
は

12

28

(土)

(日)

資
源
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
資
源
ご
み

の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
し
尿
処
理
】

　
し
尿
処
理
を
し
て
い
る
館
林
衛

生
施
設
組
合
で
は
、
年
末
年
始

（
　
月
　
日
　
～
平
成
　
年
１
月

12

28

(土)

26

５
日
　
 ）の
間
、
受
け
入
れ
し
ま

(日)

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
業
者
に
よ
る

し
尿
の
く
み
取
り
も
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
各
施
設
の
休
館
】

◎
健
康
の
郷
「
季
楽
里
」

　
１
月
１
日
　
～
５
日
　

(祝)

(日)

　
※
　
月
　
日
　
正
午
ま
で
営
業

12

31

(火)

◎
各
公
民
館
、　
海
洋
セ
ン
タ
ー
、

　
わ
た
ら
せ
自
然
館
、
文
化
財
資

　
料
館
、
児
童
館

　
　
月
　
日
　
～
１
月
３
日
　

12

28

(土)

(金)

◎
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
月
　
日
　
～
１
月
６
日
　

12

27

(金)

(月)

年
末
年
始
の
役
場
業
務
の
お
知
ら
せ

(15) 広報いたくら　Ｈ25．12．１

日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

26

11

(土)

午
前
　
時
開
始

10

場
所
　
館
林
市
役
所
東
広
場

内
容
　
館
林
 鳶
 職
組
合
 梯
  子
 乗
り

と
び
 

は
し
 ご

演
技
披
露
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、一

斉
放
水
分
列
行
進
（
徒
歩
部
隊
・

車
両
部
隊
）披
露

※
館
林
市
役
所
東
側
道
路
が
午
前

　
時
　
か
ら
午
後
０
時
　
分
ま
で

11

30

30

交
通
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
館
林
地
区
消
防
組
合
　

山
　－

３
１
７
１

72
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
お
お
む
ね
　
歳
以
上
で
、

60

町
内
に
お
住
ま
い
の
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
か
た
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

○
第
１
回

日
時
　
　
月
　
日
　

12

17

(火)

午
前
　
時
～
正
午

10

場
所
　
中
央
公
民
館

○
第
２
回

日
時
　
　
月
　
日
　

12

18

(水)

試
験
会
場
　
館
林
高
等
看
護
学
院

受
験
資
格

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は

平
成
　
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者

26

②
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

合
格
者

出
願
書
類
　
入
学
願
書
（
当
学
院

所
定
の
用
紙
）・
受
験
票（
当
学
院

所
定
の
用
紙
）・
最
終
学
校
の
調

査
書
・
返
信
用
封
筒
（
長
４
号
封

筒
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
　
円
80

切
手
を
貼
付
）・
写
真
２
枚（
名
刺

型
４
×
３
㎝
）
最
近
６
か
月
以
内

に
撮
影
し
た
上
半
身
、
正
面
、
脱

帽
、
裏
面
に
氏
名
を
明
記
し
、
入

学
願
書
・
受
験
票
に
貼
付

受
験
料
　
２
０
，０
０
０
円（
郵
便

普
通
為
替
に
よ
る
）

申
込
先
・
問
合
せ

館
林
高
等
看
護
学
院

山
　－

７
１
７
５

73

午
前
　
時
～
正
午

10

場
所
　
東
部
公
民
館

※
ど
ち
ら
の
会
場
に
お
越
し
い
た

だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
開
始
時

間
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　（
一
社
）板
倉
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

山
　－

３
９
５
２

82
募
集
人
数
　
　
名
40

修
業
年
限
　
３
年

願
書
受
付
期
間
　
　
月
　
日
　
～

12

16

(月)

平
成
　
年
１
月
９
日
　
必
着

26

(木)

試
験
日

○
第
１
次
試
験
（
学
科
試
験
）

平
成
　
年
１
月
　
日
　

26

22

(水)

○
第
２
次
試
験（
小
論
文
・
面
接
）

平
成
　
年
１
月
　
日
　

26

31

(金)

　
今
年
は
一
味
違
っ
た
テ
ー
マ

を
取
り
入
れ
た
約
３
万
球
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
東
洋
大
学

板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
を
彩
り
ま
す
。

地
域
の
皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

点
灯
式
日
時
　
　
月
　
日
　
　

12

12

(木)

午
後
６
時
　
分
20

点
灯
期
間
　
　
月
　
日
　
～
平

12

12

(木)

成
　
年
１
月
　
日
　
　
日
没
後

26

25

(土)

～
午
後
9
時
　
　
　
　
　

場
所
　
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス

内
容
　
点
灯
式
参
加
の
か
た
へ

温
か
い
ス
ー
プ
を
無
料
配
布
予

定
（
先
着
２
０
０
名
予
定
）

問
合
せ
　
東
洋
大
学
板
倉
事
務

部
板
倉
事
務
課

山
　－

９
０
４
６

82
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

東
洋
大
学
点
灯
式

新
春
恒
例

消
防
隊
出
初
式

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
を
募
集
し
ま
す

館
林
高
等
看
護
学
院

学
生
を
募
集
し
ま
す

　　「消すまでは

　 心の警報　

ＯＮのまま」

○水道料金納入地区　１～14区の一部、30～36区

○水道料金口座振替日　12月26日（木）

電話当 番 店曜日日月

82-2152㈲佐山設備日１

12

82-0537㈲根岸工業土７

82-1025㈲鈴木設備日８

82-0027㈲岩崎設備土14

82-0001㈲しんえい設備日15

82-0095山岸管工設備土21

82-0261㈲小倉設備日22

77-0057宇治川管工祝23

82-1856高田管工設備土28

77-0358㈲長谷川設備日29

82-2982土橋設備月30

82-2152㈲佐山設備火31

82-0537㈲根岸工業祝１

１ 82-1025㈲鈴木設備木２

82-0027㈲岩崎設備金３

お
知
ら
せ

東洋大学
シンポジウム開催

　東洋大学地域活性化研究所では、

当研究所事業として実施してきまし

た研究プロジェクトの結果も踏ま

え、シンポジウムを開催します。

日時　12月14日(土)

午後１時～５時30分

場所　東洋大学板倉キャンパス

１１０１教室

（邑楽郡板倉町泉野１－１－１）

テーマ　「地域観光の今後の振興方

策を考える～地域諸団体の連携の強

化～」

内容　地域の観光振興の一層の効果

的促進策やその一方策として観光振

興と地域振興等に係る地域諸団体の

連携強化の重要性について、地域の

観光振興に関わる著名な諸氏をお招

きして、基調講演やパネルディス

カッションを行います。

申込方法　住所、氏名をご記入の上、

電子メールでお申し込みください。

なお、事前お申し込み無しでのご来

場も可ですが、できれば事前のお申

し込みをお願いします。

※携帯電話の場合、右

記のＱＲコードからの

アクセスが可能です。

申込先・問合せ　

死stake@toyo.jp

 http://www.toyo.ac.jp/site/irvs/



怯板倉町役場　山８２－１１１１　姉８２－１３００　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp (16)

　町では、町内の小中学校・幼稚園・保

育園、運動場など、各施設の放射線量を

週に一度計測しています。

測定方法　地表面と地表からの高さ50㎝

と１ｍをそれぞれ測定

測定値　機器の指示値を10秒間隔で連続

して12回読み取り、最大値・最小値を除

く10回の平均値

測定機器　堀場製作所製　環境放射線モ

ニター　ＰＡ-1000Ｒadi

問合せ

小中学校に関して

○総務学校係　山内線６１３

運動場・グラウンドに関して

○海洋センター　山８２－０８５８

保育園・児童館に関して

○福祉係　山内線３１１

その他全体に関して

○資源化センター　山８２－５３７１

町ホームページ

 http://www.town.itakura.gunma.jp

測　定　概　要

募
集
人
数
　
　
代
～
　
代
前
半
の

30

40

独
身
女
性
　
名
程
度

10

申
込
期
限
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

26

10

(金)

※
応
募
多
数
の
場
合
は
先
着
順

内
容
　
１
対
１
ト
ー
ク
タ
イ
ム
、

農
家
訪
問
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
タ
イ

ム
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
発
表

参
加
費
　
１
，
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
園
芸
指
導
課

山
　－

４
９
９
１

73
姉
　－
７
１
４
０

73
 http://konshin.info/

期
間
　
　
月
２
日
　
～
　
日
　

12

(月)

20

(金)

※
　
月
８
日
　
・
　
日
　
は
閉
館

12

(日)

15

(日)

時
間

○
平
日
　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
分
45○

土
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
３

時
　
分
45

場
所
　
東
洋
大
学
板
倉
図
書
館

テ
ー
マ
　
「
遺
伝
子
の
世
界
」

対
象
　
板
倉
町
・
館
林
市
に
在

住
、
在
勤
、
在
学
し
て
い
る
中
学

生
以
上
の
か
た

入
館
料
　
無
料

問
合
せ

東
洋
大
学
図
書
館
事
務
部
図
書
事

務
課

山
　－

９
０
６
０

82
日
時
　
　
月
　
日
　

12

15

(日)

午
前
５
時
　
分
～
６
時
　
分（
早
朝
）

30

30

※
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
中
止

場
所
　
東
小
学
校
校
庭
（
東
門
付
近
）

内
容
　
ア
イ
ソ
ン
 彗
 星
・
木
星
・

す
い

土
星
な
ど
を
会
員
の
天
体
望
遠
鏡

で
観
察
し
ま
す
。

対
象
　
小
学
生
以
上
の
か
た

※
　
歳
未
満
は
保
護
者
同
伴

18
定
員
　
　
名
（
先
着
順
）

40

参
加
費
　
無
料

申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

12

12

(木)

主
催
　
東
毛
天
文
ク
ラ
ブ

後
援
　
板
倉
町
教
育
委
員
会

申
込
先
・
問
合
せ

東
毛
天
文
ク
ラ
ブ
事
務
局
　
滝
沢

山
　－

０
０
９
７

46
死takikoubou@ybb.ne.jp

募
集
人
数
　
　
名
程
度

80

勤
務
内
容
　
受
付
、
パ
ソ
コ
ン
入

力
作
業
及
び
書
類
整
理
な
ど

勤
務
場
所
　
館
林
税
務
署
ま
た
は

イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田
（
太
田
市
）

勤
務
日
時
　
平
成
　
年
１
月
下
旬

26

か
ら
３
月
中
旬
ま
た
は
下
旬
ま
で

の
間
（
た
だ
し
、
土
日
、
祝
日
を

除
く
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の

間
の
昼
休
み
を
除
く
５
時
間
　
分
30

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

応
募
先
・
問
合
せ
　

館
林
税
務
署
総
務
課

山
　－

９
５
０
０

72
　
Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
青
年
部
に
よ
る

婚
活
イ
ベ
ン
ト
第
６
弾
「
農
家
の

真
面
目
な
花
嫁
探
し
」
を
開
催
し

ま
す
。
農
家
に
嫁
ぎ
た
い
か
た
を

真
剣
に
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　

26

26

(日)

午
前
　
時
　
分
～
午
後
６
時

10

30

場
所
　
Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
本
所
　
青

年
ホ
ー
ル

（
館
林
市
赤
生
田
町
８
４
７
）

Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
青
年
部
主
催

婚
活
イ
ベ
ン
ト
開
催

館
林
税
務
署

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

東
洋
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵
資
料
展
の
ご
案
内

話
題
の
彗
星
を
見
よ
う

ア
イ
ソ
ン
彗
星
観
望
会
開
催

※10月14日～11月８日の期間での最低値及び最高値を表示しています。

※屋外活動を制限する国の基準は、毎時１マイクロシーベルトです。

※10月14日～11月８日の期間での最低値及び最高値を表示しています。

※屋外活動を制限する国の基準は、毎時１マイクロシーベルトです。

測定値(マイクロsv/h)

観測地点観測施設 地表から１ｍ地表から50cm地表

最高値最低値最高値最低値最高値最低値

0.0610.0420.0630.0470.0680.046校庭板倉中学校

0.0530.0510.0590.0530.0630.053校庭東小学校

0.0620.0550.0600.0550.0600.057校庭南小学校

0.0610.0520.0640.0600.0720.058校庭北小学校

0.0500.0480.0500.0470.0530.052校庭西小学校

0.0620.0530.0670.0570.0640.048中央渡良瀬運動場

0.0980.0770.0970.0900.1040.091中央渡良瀬サッカーグラウンド

0.0500.0460.0530.0470.0560.048園庭北保育園

0.0480.0400.0520.0430.0530.041園庭板倉保育園

0.0540.0510.0590.0550.0800.061館庭児童館

0.0550.0470.0560.0440.0610.049園庭そらいろ保育園

0.0640.0560.0650.0600.0650.062園庭ひまわり幼稚園

0.0530.0460.0590.0480.0610.051園庭まきば幼稚園

(17) 広報いたくら　Ｈ25．12．１

定　例　相　談

設
計
価
格
   ６
，０
５
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
   ５
，５
５
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   ５
，３
５
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
尾
崎
建
設
珂

※
設
計
価
格
と
予
定
価
格
は
事
後

公
表
で
す
。

※
価
格
は
消
費
税
抜
き
の
価
格
で
す
。

※
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な

か
っ
た
　
月
　
日
執
行
の
入
札
結

10

22

果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
い
た

く
ら
１
月
号
で
掲
載
し
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
２
０
，０
０
０
円

 栗
  原
  広
  明
 　
様（
埼
玉
県
川
口
市
）

く
り
 ば
ら
 ひ
ろ
 あ
き

※
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

道
３
１
４
６
号
線
）
配
水
管
布
設

替
工
事

工
事
場
所
　
大
字
海
老
瀬
地
内

設
計
価
格
   ５
，４
６
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
   ４
，７
０
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   ４
，７
０
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
禍
根
岸
工
業

【
福
祉
課
】

▼
板
倉
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
策
定
の
た
め
の
ニ
ー
ズ

調
査
等
業
務
委
託

業
務
場
所
　
板
倉
町
内
全
域

設
計
価
格
　
８
０
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
　
７
６
０
，
０
０
０
円

落
札
金
額
　
７
５
０
，
０
０
０
円

落
札
業
者
　
地
域
計
画
珂

【
産
業
振
興
課
】

▼
平
成
　
年
度
農
業
基
盤
整
備
促

25

進
事
業
板
倉
北
部
地
区
農
道
整
備

工
事

工
事
場
所
　
大
字
西
岡
地
内

◎
　
月
　
日
執
行

10

22

【
総
務
課
】

▼
平
成
　
年
度
町
民
の
森
駐
車
場

25

拡
張
整
備
工
事

工
事
場
所
　
朝
日
野
地
内

設
計
価
格
　
３
２
，３
４
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
　
２
８
，０
０
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
　
２
７
，６
０
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
斎
藤
建
設
工
業
珂

【
環
境
水
道
課
】

▼
平
成
　
年
度
板
倉
地
区
（
町
道

25

１
１
５
０
号
線
）
配
水
管
布
設
替

工
事

工
事
場
所
　
大
字
板
倉
地
内

設
計
価
格
   ８
，４
２
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
   ７
，２
５
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   ７
，２
０
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
禍
岩
崎
設
備

▼
平
成
　
年
度
海
老
瀬
地
区
（
町

25

入
札
結
果

寄
附

※相談日などの日程は、スケジュール

（次ページ）をご覧ください。

●人権相談　午前10時～午後３時

　問合せ　戸籍年金係　山内線２３１
●行政相談　午前10時～正午

　問合せ　戸籍年金係　山内線２３１
●法律相談　午後１時～３時　※要予約

　問合せ　戸籍年金係　山内線２３１
●農地相談　午後１時30分～４時

　問合せ　農業委員会　山内線４１５
●教育相談　午前10時～正午

　　　　　　午後２時～４時　※要予約

　問合せ　板倉中学校相談室

　　　　　　　　　　　山８２－１５８４
●福祉センター相談情報

　◆心配ごと相談　午前９時30分～正午

　◆ボランティア何でも相談（毎週月～金）

　　午前９時～午後５時

　問合せ　福祉センター

●保健センター相談・教室情報

　◆子どもの相談　ぱおぱお

      (12月６日ことばの成長について)

      (12月25日子育ての悩みについて)

　　午後１時～５時　※要予約

●館林保健福祉事務所相談情報

　◆子育てこころの相談（第１・３水曜日）

　　午前９時～正午　※要予約

　◆精神保健福祉相談（第１・３水曜日）

　　午後３時～５時　※要予約

　◆ふれあい相談会（第２水曜日）

　　午後１時15分～３時30分　※要予約

　問合せ　館林保健福祉事務所

　　　　　　　保健係　山７２ー３２３０
●くらしの相談窓口（休館日を除く毎日）

　午前８時30分～午後５時

　問合せ　中央公民館　山８２ー２４３５
　　　　　東部公民館　山８２ー１２４１
　　　　　南部公民館　山８２ー１４２４
　　　　　北部公民館　山７７ー１８５５

耳 鼻 科外 科 系内 科 系期 日

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

堀井乳腺外科クリニック
５５－２１００

新井内科クリニック
２０－１２２０

さくらクリニック
７２－３８５５

後藤内科医院
７２－０１３４

12月１日
（日）

－
田沼整形外科医院
８８－９２２３

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

藤原医院
８８－７７９７

安楽岡医院
７２－０５７２

12月８日
（日）

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

高木整形外科
６２－６６１１

かさはら内科医院
５５－２５３７

増田医院
８２－２２５５

たけい小児科・アレルギー科※
７６－２５２５

横田胃腸科内科
７２－４９７０

12月15日
（日）

－
井上整形外科医院
８２－１１３１

加藤医院
８９－１０３１

ミツワ診療所
７０－３０３０

こやなぎ小児科※
８０－２２２０

橋田内科クリニック
７２－０００１

12月22日
（日）

－
ふじの木整形内科クリニック
９１－４０７０

おうら病院
８８－５６７８

益田小児科医院※
６２－５５３５

うえの医院
７２－３３３０

館林記念病院
７２－３１５５

12月23日
（祝）

－
新橋病院

７５－３０１１
福田ペインクリニック
８４－１２３３

小林内科医院
８８－８２７８

たけい小児科・アレルギー科※
７６－２５２５

森下内科医院
７３－７７７６

12月29日
（日）

－
小曽根整形外科
７２－７７０７

富士クリニック
２０－１９７１

うえの医院
７２－３３３０

こやなぎ小児科※
８０－２２２０

さくま内科胃腸科クリニック
５５－２５００

12月30日
（月）

－
澤田皮膚外科
７０－７７０３

真下胃腸科内科医院
６２－２０２５

館林厚生病院※
７２－３１４０

後藤内科医院
７２－０１３４

12月31日
（火）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　　　

午後７時～10時（日、祝日を除く）　　　  
内科・小児科（要電話確認）　　　　             

歯 科

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

○診療時間は、午前９時～午後５時　○高木整形外科は午前のみの診療になります。

○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時

○内科系の※印は、小児科のみとなります。　

○救急テレホンサービス（山７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

町
県
民
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第
４
期
）

国
民
健
康
保
険
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第
６
期
）

介
護
保
険
料（
第
６
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
６
期
）

納
期
限
　
　
月
　
日
　

12

25

(水)

問
合
せ
　
収
税
係

山
内
線
　
２
２
１
・
２
２
２

※
毎
週
水
曜
日
に
窓
口
延
長
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午
後
7
時
　
分
ま
で
行
っ
て
い

15

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年累計   293件板倉の事件事故状況
※( )内は累計（10月16日～11月15日）

２件(  15件)鞄侵入窃盗
０件(  ６件)鞄車上ねらい
３件(  14件)鞄自動販売機ねらい
０件(  11件)鞄乗物盗難
９件(  66件)鞄その他の事件
５件(  43件)蒲人身事故
10件( 138件)蒲物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町
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今月の表紙

生ごみ・可燃ごみ収集日 かん・びん・危険物収集日

◎定例相談の時間など、詳しくは「くらしの情報」でご確認ください。※(　)内は開催場所になります。　◎窓口延長は、毎週水曜日午後７時15分まで

◎その他、各イベント・催し物については、町ホームページのイベントカレンダーをご覧ください。

　11月２日(土)に行われたＮＰＯわいわいネッ

トワーク主催のハロウィーンパレード。パレー

ドを始める前に板倉東洋大前駅の階段付近で参

加者仮装をした子どもたちの写真。今年は10周

年ということで、10thの看板が作られました。

※可燃性粗大ごみは、月～金曜日（祝日を除く）及び指定日に搬入可

人　口　　 １５，６０９人（－12）

　　男　　　 ７，７６８人（－７）

　　女　　 　７，８４１人（－５）

世帯数　　 　５，３０７戸（－８）

              （　）内は前月比

　　　　  平成25年11月１日現在

土    Ｓat金    Ｆri木    Ｔhu水    Ｗed火    Ｔue月    Ｍon日    Ｓun
７６５４   窓口延長３２１
◆チャレンジ広場(児)

●ぱおぱお(保)
●風邪予防教室(東公)

◆おたのしみ広場(児)◆ＢＣＧ接種(保)
◆乳児健診(保)
◆６か月児相談(保)
◆英語であそぼう(児)

●農地相談(町)
◆こあら学級(保)
◆固定資産税第４期
◆国民健康保険税第５期
◆介護保険料第５期
◆後期高齢者医療保険料
　第５期

◆冬の県民交通安全
　運動～10日
◆県民交通安全日
◆第11回板倉町少年
　野球新人大会
　（２日目）
　（大蔵公園グラウンド）

14131211   窓口延長10９８   文化の日

●教育相談(中公)◆英語であそぼう(児)
◆ベビーマッサージ
　はじめましょう(児)

●人権相談(中公)
●行政相談(中公)
●法律相談(中公)
●心配ごと相談(福)
◆ライブリー体操教室
　　　　　　  (中公)

21201918   窓口延長171615
◆チャレンジ広場(児)

●１歳６か月児健診
　　　　　　　 (保）

◆おたのしみ広場(児)◆英語であそぼう(児)◆骨密度検診(保)◆県民防犯の日
◆おはなし会(児)
◆骨密度検診(保)

◆自転車マナーアップ 
　デー

28272625   窓口延長2423   天皇誕生日22

◆水道料金口座振替日
　(１～14区の一部、
　　　　　30～36区）

●ぱおぱお(保)
◆高齢者交通安全日
◆町税・保険料納期限
◆英語であそぼう(児)
◆ライブリー体操教室
　　　　　　  (北公)

●心配ごと相談(福)
◆小中学校２学期
                    終業式

◆季楽里特売日

４３２１/１  元日313029
◆県民交通安全日

【定休日及び休館日のお知らせ】
 ○各公民館：月曜日及び祝日（12月28日～１月３日は休館）

 ○健康の郷「季楽里」：木曜日（12月26日は営業、12月31日は正午まで営業、１月１日～５日は休業）

 ○海洋センター：月曜日及び祝日（12月28日～１月３日は休館）

 ○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日の翌日（12月28日～１月３日は休館）

 ○文化財資料館：月曜日（12月28日～１月３日は休館）

 ○総合福祉センター：土・日曜日及び祝日（12月27日～１月６日は休館）

 ○児童館：日曜日及び祝日（12月28日～１月３日は休館）　※詳しくは各施設までお問い合わせください。

６５ 

●農地相談(町)


